
　昭和６年(1931年)に奈良県唯一の謄写印刷専門業として創業。 ガ

リ版印刷・活版印刷に始まり、その後の技術革新に伴う様々な変化に

対応しながら、顧客の細かい要望に応えつつ小回りが利くよう、企画

から印刷、製本まで一貫したサービス体制を維持してきた 。

　印刷物に関して、いわゆる「急ぎ」の要望は常であるが、長年の経験

と実績に裏付けられた短時間・短納期への柔軟な対応力は、奈良県庁

を始めとした公的機関や銀行、学校等取引先でも満足度が高く「印刷

で困った時は新踏社に相談を」と頼ってもらえる関係を築けている。

　最近では、地域貢献の一環として、「キタマチコピイ」として採算度

外視のコピーサービスを開始。「印刷会社は敷居が高い」というイメー

もっと気軽に社会貢献はできる

-事業の背景-
「紙印刷」の創出と社会貢献

-事業の成果-
ノート＋メモ＋寄付金「ノーモ」

-株式会社 新踏社の歴史-
2021年に創業90周年を迎える歴史に裏付けられた対応力

ジを打破し、地域の方々に気軽に当社を利用してもらえるよう事業展

開を行っている。
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みんなが少しずつ幸せになるノート

　個人対象の事業である自費出版は「時間と費用が掛かる」という

印象がある。しかし、オンデマンド技術の進歩により、気軽に作成で

きるようになったことは意外と知られていない。

　本事業においては、「メモ代わりに気軽に使えるオリジナルノート」

の作成・展開を企画し、既存の製本ラインに影響を与えず小ロットに

も対応できるよう、レイアウトソフト・プリンター・製本機を導入し、

低コスト・短納期で対応できる環境を構築。加えて、ノートを購入さ

れた方が気軽に社会貢献できるよう、売上の１/４が対象団体へ寄付

される仕組みを盛り込み、オーダーメイドのチャリティーノートであ

る「ノーモ」の完成に至った 。

　昨今のペーパーレスの時流により、当社を含む印刷業界は非常に

厳しい状況に置かれている。当社においても公的機関や学校等、デジ

タル化を進めている業界の取引先が多く、年々減少していく「紙」の

印刷機会の創出のため、法人・団体だけではなく、個人の顧客獲得が

急務であった 。

　当社は以前から盲導犬育成のボランティアとして『日本ライトハウ

ス盲導犬訓練所』と関わりがあり、社会貢献活動へ強い関心があっ

たが、個人対象の事業展開を検討する中で、社会貢献活動と当社事

業を絡めて何かできないか、と考えた。

　個人で行うことができる社会貢献で特に身近なものはチャリティ

ー等への寄付が挙げられる。しかし、寄付をしようと思い立ったとし

ても振込は手続きが面倒であったり、たまたま路上で募金活動に出

会っても小銭の持ち合わせが無かったり、と躊躇する場面も多い。そ

こで、もっと手軽・気軽に寄付できるような方法や仕組みを模索した。

事業計画名
オリジナルから社会貢献まで－ 1冊の【ノーモ】から拡がる顧客ニーズ開拓事業

平成28年度補正

株式会社 新踏社

株式会社 新踏社
業種分類

事業内容

印刷業・同関連業

コンピュータ組版による事務用印刷物、書籍刊行物、
カラーパンフレット、ポスター等の印刷・企画・
デザインから情報管理

創業当時の店舗

　「ノーモ」は受注生産品であり、最小ロットはA5版1冊から制作が

可能で、個人のメモリアルノートや、企業・団体のノベルティグッズ、オ

リジナルグッズとして活用されている。

　本事業において実現した短納期プロセスにより、ジャストインタイ

ムで製品を供給可能であり、さらに寄付金要素は顧客のイメージアッ

プにも繋がることから、グッズ企画提案時においても極めて好感触・

高評価を得ている。

　寄付先として常設されているのは「奈良の鹿愛護会」「日本ライトハ

ウス盲導犬訓練所」の2か所であるが、任意の団体・窓口の設定が可

能で、熊本大震災義援金窓口やオーストラリア森林火災支援窓口を

設定した実績がある。

　「ノーモ」の展開を通じ、「奈良の鹿愛護会」と接する機会が増えた

ことで、奈良公園の鹿を取り巻く環境の現状を知ることになった。そ

の対策として奈良県のクラウドファンディングを使いエコバッグ

「OTOMO」の製作を企画。新聞やテレビ等各メディアにも取り上げ

られ、後に新たな地域貢献活動として、「奈良公園ゴミゼロプロジェク

ト」を立ち上げた。実行委員会のメンバーとして、奈良公園のゴミ拾い

や、インバウンドに向けて多言語で記載したポスターを作成するなど、

活動規模も拡大し続けている。

　「ノーモ」の展開が無ければ成しえなかった活動であり、今後は「ノ

ーモ」製作のノウハウをまとめ、日本グラフィックサービス工業会を

通じて全国で同じフォーマットを使用した寄付プロセスを展開し、チ

ャリティーネットワーク構築を目指す。

-株式会社 新踏社の社会貢献-
1冊の「ノーモ」から拡がる社会貢献・地域貢献の活動
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